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研 究の 背景

  教員 免許 更 新制導入 の 動向

　中央 教育審議会 （中教審）は 2006 年 7 月 11 日に今後 の 教員養 成 ・免許制度改革に

関 して 文部科学大臣に答 申 した 。 同答 申で は 、 改革 の 具体的方 策の 1 つ と して 、 教員

免許 更 新制 の 導入 が提言 され た 。 こ の 制 度の 導入 は 、
こ れ まで の 教員養成 ・研 修 ・採

用 ・評 価シ ス テ ム な どの 大幅 な見 直 し を意味す る 。 過去数年 に わ た り 、 英語 の 教員教

育をテ
ー

マ と して きた 本 研 究会 に と っ て 、
こ の 中教審答 申内容 は避 けて 通 れ ない

、 新

た な研 究課題 とな っ た 。

　 さ らに 、同年 10 月 に発足 した安倍 内閣 の 基本政策 と して 、 教 育改革が 1 つ の 柱 に位

置 づ け られ 、その 中で 教員免許更 新制 の 導入 が明 記 され た 。 1〔〕月 下 旬 に は 首相 直属 の

教育再 生 会議 が発 足 した 。 2 ヶ 月 の 審議 の 結果 、 本年 1 月 に 首相 に 提 出 され た 第 1 次

報告 書 に お い て 、再生 会議 もこ の 制度の 導入 を提言 して い る 。 2007 年 2 月 現在 、 文 科

省に お い て 法案化作業が進 め られ 、 3 月 に は 国会 に提 出され る見 通 しだ が 、 成立す る

か ど うか は予断 を許 さない 状況 で あ る。

  現 職教員に 対す る ア ン ケ
ー

ト調 査

　本研 究会 は、昨年 7 月 の 中教審答 申内容 に基 づ い て 、9 月 に 現職教 員対 象の ア ン ケ

ー
ト項 目 （「基本的考 え方」 6 項 目 、

「基 本的性格」 5 項 目 、
「制 度 設 計」 11 項 目 、

「自

由記 述 」 3 項 目」）を作成 し、10月 初 旬 か ら研 究会 メ ン バ ー の ネ ッ トワ ー ク を利 用 して

調 査 を開始 した 。 当初の 計画で は 、 2007 年 に行 う全国調 査 の パ イ ロ ッ トとし て 、回 答

数 300 程 度 の 小 規模な調査 を実施 す る予 定 で あ っ た 。 しか し 、 安倍内閣発足 に よ っ て

緊急性 が増 した た め
、 可能 な限 り調査範囲 を広 げ 、 調 査期 間 も 12 月 末ま で と して 回答

数 の 増加 に努 め た
。

発 表 の 目的

  教員免許 更新制に 対す る現職教員 の ア ン ケ
ー ト調 査結果 に基 づ い て 、教育現 場 の 課

　 題 と現職 教 員 の 問題 意識 を明 らか に す る こ と 。

  こ の 制度 を導入 して い るア メ リカ 合 衆 国の 事例 を参考 に 、制度 設 計の 基本理 念 と教

　員 教 育 ・評 価 シ ス テ ム の あ る ぺ き姿 を議論 す る こ と 。
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発表 の 概要

1． ア ン ケ
ー ト調 査結果

  基 本 デー
タ

　 回収 した 回 答人 数 は 702 人 で 、北海 道 か ら関 西 地 方 ま で をカ バ ー
し た 。 地域別 の 回

答 数 は、東 北 （139）、東京 （211）、 東京 を除 く関東 （190）、 中部 （121） な ど とな っ

て い る 。 学校 種 は小 学校 （111）、 中学校 （274）、 高校 （246 ）、 中高
一

貫 （66） な ど 、

小学校 が 中高 の 半数 以 下 とな っ た もの の 各 地 域か ら回答が 集 ま っ て い る 。 設 立 形態 は

公 立 ・国 立 あわせ て 556 人 、私 立 143 人 で あ る 。 年齢 は 30 代 （25．6％）、40 代 （343 ％）

を中心 に、 20 代 、50 代 か らの 回答 もバ ラ ン ス よ く収集 で きた 。 また 、 担 当教 科 で は

英語 が最 大 （35．3°
／・） で 、 国 ・数 ・社 ・理 は それ ぞれ 10％ 前後 で あ っ た 。

  集計結 果

　 質問項 目は 4 件 法 （賛成 、 どち らか とい えば賛成 、 ど ち らか とい えば反 対 、 反対 ）

と した 。 質問 26 項 目中 「どち らか とい えば賛成 」 「賛 成 」 をあわせ 50％以 上 の 支持 を

得た の は 18項 目 、 残 りの 8 項 目は 「どち らか とい え ば反 対」「反対 」が 50％ を超 え た 。

  分 析結 果

　 エ クセ ル と SPSS を使 っ て 、 信頼性検定 、天 井効果 と床 効 果 、 ク ロ ス 集 計 、因子 分

析 、
コ レ ス ポ ン デ ン ス 分析 な どを行 っ た 。 そ の 結 果 、本調 査 デー

タ は極 め て 信 頼性 が

高 い こ とが立 証 で きた 。 天 井 効果 は 7 項 目 、 床効 果 は 1 項 目で あ り、因子 分析 の 結果

2 つ の 因子 が発 見 で きた 。 ク ロ ス 集計 で は 、 回 答結 果 に 地域 差 は認 め られ な い こ と、

公 立 と私 立 、及 び 、年齢 に 意識 の 差 が表 れ る こ とが分 か っ た。

  自由記 述結 果

　 自由記述 3 項 目の 内容 は 、 「更新制 を 導入 す る前に 教育現場 で 改善 して お くべ き課

題 」 「国や 教 育委 員会 に対 す る 要 望 」 「そ の 他 の 自由意 見 」 で あ る 。そ れ ぞれ 150〜 200

程 度 の 意見 が集約 され た 。 職場環境 の 整 備、研修 体制 の 見直 し、制 度導 入 へ の 疑閙 、

更 新講習へ の 要 望 、 教育現場 に 対す る理 解、 等々 、 い ず れ も学校 現 場 の 実 情 を反 映 し

た 切実な意見 で あ る 。

2． ア メ リカ 合 衆 国 の 免許 更 新 制 と教員教育

　 ア メ リカ で は 1900 年代の 始め か ら多 くの 州 が免許更 新制 を採 用 して い る 。 また 、

NBPTS （National 　Board　for　Professional　Teaching　Standards）とい う全 米的 な機 関

が あ り、高度 で厳 格な 基準 を設 けて 、卓越 した 教員に National　Board　Certificateを

発行 して い る 。 本発 表で は 、 カ リフ ォ ル ニ ア 州 の 免 許 更 新制 を
一

例 と して 報告 す る と

ともに 、NBPTS の 役割 と機能 に つ い て 概観す る 。

3， 考察 と提言

　 現職 教 員の 意 識調 査 を基本 と して 、 ア メ リカ 合衆国の 事 例 を参 考に しな が ら 、 教員

免許 更新制 の 基 本 理念 と 目的 、制 度 設 計 、お よ び 、今 後 の 教 員研 修 の あ り方 に つ い て

提言 を行 う。 不適格教 員 の 排 除 とか 、更 新 の 期 間や更 新講習 時 間 とい っ た 表 層的 な枠

組 み に 関す る議論 が 先行 し が ちだ が 、 こ の 制 度 の 導入 に は 教員養 成 、研修 、採 用 、評

価 な ど さま ざ ま な 角 度 か ら の 検 討 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 教 員 の 資 質 ・能 力 の

standards （基 準）作 りも 欠 か せ な い
。

こ の 機会 を利用 して 、 議論 が深 ま る こ と を期 待 し

た い 。
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